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◆ 発生農場の経緯及び防疫措置の完了並びに移動制限の解除について 

 平成 30 年 9 月 9 日、豚コレラ患畜確定、移動制限区域（発生農場の半径

3km以内の区域）及び搬出制限区域（発生農場の半径 3～10kmまでの区

域）を設定。 

 9月 11日、防疫措置が完了（飼養豚の殺処分、その死体の埋却、汚染物品

の処理及び畜舎の消毒等）。 

 10月 10日、防疫措置完了から 28日が経過し、移動制限区域を解除。 

よって、今回の豚コレラ発生に伴う発生農場の全ての制限を解除。 

◆ 野生いのししの検査状況について 

 岐阜県での検査状況（9月 14日～10月 21日） 

検 査 頭 数 ２０５頭（死亡いのしし３５頭、捕獲いのしし１７０頭） 

豚コレラ陽性頭数 ３５頭（死亡いのしし１６頭、捕獲いのしし １９頭） 

 岐阜県以外での検査状況（10月 18日時点） 

３１府県(※)、９１頭検査（全頭陰性） 

 

 

 

◆ 最新の情報は･･･ 

 農林水産省ホームページ「豚コレラ」で検索 

http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/csf/index.html 

◆ 各養豚農場の対応について 

 発生農場へのウイルスの侵入経路となりうるのは、感染野生動物との接触、

感染豚の導入、人や車両・資材、加熱不十分な肉類等を介してなどが想定

されますが、現時点までの情報では、具体的な侵入経路となったものは確

認されていません。 

 よって、いま一度、飼養衛生管理基準等を再確認・遵守し、豚コレラの侵

入防止に努めましょう！ 
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岐阜県で発生した豚コレラに関する情報 

※ 宮城、山形、福島、茨城、栃木、千葉、神奈川、新潟、富山、石川、福井、山梨、 

長野、静岡、愛知、三重、滋賀、京都、兵庫、奈良、和歌山、鳥取、島根、徳島、 

香川、愛媛、福岡、長崎、熊本、宮崎、鹿児島 

http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/csf/index.html

